
博士論文内容の要旨及び博士論文審査結果の要旨 

 

博士論文内容の要旨 

 本論文の目的は食物アレルギー乳幼児を養育する母親の食物アレルギーに対応し 

た生活を円滑に遂行する能力（以下、食物アレルギー対応力）と関連要因、およびＱ

ＯＬの実態を明らかにし、食物アレルギー乳幼児を養育する母親の食物アレルギー 

対応力の向上に向けた支援を明らかにしていくことである。第１章では、先行研究か 

ら、食物アレルギー乳幼児の母親が食物アレルギーに前向きに取り組んでいく力を 

獲得するためには信頼性・妥当性のある評価尺度を作成し、食物アレルギー対応力や 

関連要因およびＱＯＬの実態について明らかにする必要があることを明らかにした。 

第Ⅱ章では食物アレルギー乳幼児を養育する母親の食物アレルギー対応力の測定尺 

度を作成した。尺度は「ストレス対処」、「除去食技術」、「医療者からの情報収集」、「食 

物アレルギーの知識」、「夫の協働」の５因子１７項目で構成され、信頼性と妥当性が

確認された。第Ⅲ章では食物アレルギー乳幼児を養育する母親を対象とした質問紙調

査から、食物アレルギー対応力は、母親の健康状態、家族の健康状態、育児以外の生 

活全般上のストレスと共にＱＯＬの予測因子であることが明らかとなった。第Ⅳ章で

は、食物アレルギー乳幼児を養育する母親と、食物アレルギーを有さない母親にＷＨ

ＯＱＯＬ２６を用いて質問紙調査を行い、両者のＱＯＬは差がないこと、食物アレル

ギー乳幼児を養育する母親のＱＯＬには母親自身と家族の健康状態、育児ストレス、 

育児以外の生活全般上のストレス等が関連していることを明らかにした。総括では、 

食物アレルギー乳幼児の母親の食物アレルギー対応力向上に向けた支援のあり方を 

述べた。 

 

 

博士論文審査結果の要旨 

 研究結果から、食物アレルギー乳幼児を養育する母親の食物アレルギー対応力の 

向上を支援するためには「ストレス対処」、「除去食技術」、「医療者からの情報収集」、 

「食物アレルギーの知識」、「夫の協働」に目を向けた支援を提言し、看護の役割に言 

及している。食物アレルギー乳幼児を養育する母親の食物アレルギー対応力に着目 

し、子どもの食物アレルギーの有無による母親のＱＯＬと関連要因を明らかにした 

研究は非常に少ない。本論文は、西日本３県での調査ではあるが、科学的根拠に基づ 
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いた支援について、具体的に示した点で優れており、新規性がある。博士学位論文発 

表会においても適切に回答がなされた。 


